
令和元年度 千代川タイムライン（TL）検討会の概要
開催日 概要 成果

1 研修会 令和元年
7/31
（水）

水防災基礎学習…千代川概要説明（主な洪水被害、整備状況、洪水浸水想定区域図、平成30年7月豪雨の概要）
タイムライン作成に向けて（先行事例の紹介、千代川TLのポイント、TL作成手順）
グループワーキング【目的】ＴＬ作成に当たって自機関の行動項目や課題を理解・共有
• 自己紹介
• 本研修での気づき（自機関の水害発生時の主な行動項目と懸念事項）を発表
• グループ内で取組課題をまとめ
• グループで取組課題を発表→全体で共有

研修会グループワーキング成果（グループごと）

２ 発足式 令和元年
8/7

（水）

首長挨拶（鳥取市長、倉吉市長、三朝町長、湯梨浜町長、北栄町長）
千代川水害タイムライン検討会・天神川水害タイムライン検討会設置要綱（案）について
検討会座長講演 ◆ 千代川・天神川の概要について

3 第1回
検討会

令和元年
9/20
（金）

想定最大シナリオの把握
＜気象情報について＞
①TL作成で想定する台風シナリオ
②危険度に応じて発表される段階的な防災気象情報
③TL作成で想定する台風経路と台風情報
＜浸水状況について＞
①想定最大規模洪水の概要
②各観測所水位の変動状況
③千代川水害TLにおけるTLレベル設定の考え方
④氾濫特性の把握 ⑤水害リスクの把握
⑥最大浸水区域における施設浸水状況

グループワーキング
＜Step 1＞
浸水リスクの把握と行動項目の
選定・追加

＜Step 2＞
グループで水害発生時の重点行動
項目の抽出と整理

＜Step 3＞
ワーキング成果発表

機関ごとのTLレベルに応じた行動項目の整理

４ 第2回
検討会

令和元年
11/27
（水）

研修会・第1回検討会の振り返り
① これまでのワーキング成果、及び総括（鳥取大学大学院三

輪教授）の振り返り。
② TL完成までの流れを第1回検討会～本検討会～今後の検

討会の内容に沿って確認。
③ 平成10年台風10号の進行経路と千代川流域の降雨特性

について説明。

グループワーキング
＜Step 1＞
重点行動項目の具体化
・細分化
＜Step 2＞
グループ内発表・意見交換
＜Step 3＞
全体発表

重点行動項目の具体化・細分化、及び課題の整理

５ 第3回
検討会

令和2年
1/24
（金）
予定

検討準備 各防災行動項目を｢いつ｣｢誰と｣実施するかの確認
第2回検討会成果(行動を実行する上での課題)を踏まえ、他
機関との連携を意識しながら調整事項の抽出を行う。
課題解決シートを用いて全体で意見交換を行うことで、課題
解決へと結びつける。

千代川TL（案）の完成

第2回検討会で抽出された重点行動項目を実施する
上での課題について、他機関と必要な連携（伝達・
報告すべきこと、協力が必要なこと）を検討。

6 第4回
検討会

令和2年
2月
予定

検討準備 タイムライン（案）机上演習による行動項目の確認
行動項目を主体的に行う機関・支援を行う機関を再確認し、
課題や疑問点の抽出を行う。
タイムラインの特徴の1つである「顔の見える関係」を実践
し、一体感を高め、共通理解を確認する。

千代川TL（案）を用いた机上演習

第3回検討会成果（行動主体・連携主体の確認）を
踏まえ、千代川水害タイムラインにおける課題、調
整事項の確認を行う。
各機関への意見照会

7 完成式 令和2年
3/2予定

千代川水害タイムラインの運用を開始する。

 第１回検討会の成果例
：TLレベルに応じた行動項

目を横軸（自機関・他機
関）、縦軸（重要度・影響
度）に沿って付箋で整理。

 第２回検討会の成果
例

：特に他機関との係わり
が強い重点行動項目を
選択し、具体化・細分化
を実施。行動項目を実
施する際の課題につい
ては、関係する機関の
確認を行った。

資料1

基礎学習の様⼦ グループワークの発表の様⼦

千代川水害タイムライン（案）

第4回検討会の成果イメージ 
：TLの読み合わせを通し、TLの特徴の1つ

である「顔の見える関係」を実践し、一体
感を高め、共通理解を確認。

（他地域における全体読み合わせのイ
メージ）

グループワークの様⼦

各機関への意見照会

グループワーク
の様⼦

千代川水害タイムライン（素案）
千代川水害タイムライン（素案）

トリガー ： 早期注意情報（警報級の可能性）【目安：1日後に影響】）
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126 タイムラインの運用 タイムラインの運用 □ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

127 タイムラインの立ち上げ □ ◎ 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

128 タイムライン内部会議
タイムラインレベル移行
のための情報収集

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 鳥取市地域防災計画

129
 タイムラインレベルの
移行

□ 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受
130 情報の収集 河川情報の収集 □ 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
131 FAXやHPでの情報確認 □ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
132 水位情報の収集 □ 発 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 鳥取市地域防災計画

133 気象・台風情報の収集 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 鳥取市地域防災計画

134 FAXやHPでの情報確認 □ 発 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
135 鳥取県の気象情報 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
136 雨量情報の収集 □ 発 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
137 台風の規模・進路予想 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

138

台風説明会の実施
（台風経路の確認、雨量
予測、台風説明会実施の
判断、鳥取県への影響）

□ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

139

気象庁・気象台からの発
表情報収集（気象庁等へ
の聞き取り、インター
ネット等を活用した公
開）

□ 発 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

140 早期注意情報 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

141 □ 収 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 発 収 収 収 鳥取市地域防災計画

142  通行止め情報 □ 受 受 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

143 FAXやHP、電話等での情
報確認

□ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
144 □ 発 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

145
水位情報や河川カメラ映
像の確認

□ ◎

146
国・県事務所からの被災
情報

□ 受 発 発 発

147
被災情報の関係機関の伝
達

□ 発 収 収 収 収 収 収
148  ダム放流情報 □ 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

149
HP等によ る下流河川水
位、流量等の情報確認

□ 収 発 収

交通情報の収集（通行止
め等の道路交通情報、計
画運休情報の収集）

タイムラインレベル1 ： 降雨の開始、内水氾濫発生の見込み

備考

② 報道・避難対応

第 2階 層
（ 行動 項目）

役割

報道① 防災情報 ③ 大規模避難・救助 ④ 社会基盤

第１階層
（行 動種別）

避難対応
防災行動項目

TL1

ALL
項
目
No. 開 始時 刻 終 了時刻

ダム諸量情報発信

被災情報の収集

備 考

実施 状況 チェ ック欄

チ
ェ
ッ

ク

欄

第3階 層
（ 行動 手段・ 手順 ）

◎：主体的に行動する機関
○：それを支援または協働する機関

情報収集・伝達について防災行動について

発：情報を発信する機関
収：情報を収集する機関
受：情報を受け、さらに伝達する機関もしくは情報を受ける機関

黒字：ワーキング成果、鳥取市地域防災計画
を整理した項目。

赤色：事務局追記

記号色について チェック欄、メーリングリスト発信について

□：出水時対応の際のチェック欄
 ：メーリングリストで発信する情報

第３回検討会の成果イメージ 
：TL（素案）を踏まえた第3回検討会で、

各連携機関との課題を調整。防災行
動項目の再確認や、「発（発信）」や
「◎（主体的に行動する機関）」の記
号の再整理を行う。


